
　今年もプールの季節がやってきました。
　多賀小学校では、６月１４日(火)、井手小学校では、６月１７日（金）、にプール開きが行われ、待ちかねた児童
たちがさっそく今シーズンの初泳ぎを楽しみました。(写真は多賀小学校）
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域
へ
の
土
砂
災
害
が
懸
念
さ
れ
る

蛇
谷
川
上
流
部
な
ど
を
調
査
し
ま

し
た
。

　
調
査
の
最
後
に
汐
見
町
長
か
ら

「
今
、
災
害
と
い
え
ば
地
震
・
津
波

と
思
わ
れ
る
が
毎
年
、
全
国
の
ど

こ
か
で
大
雨
に
よ
る
災
害
が
起
き

て
い
ま
す
。
本
町
は
急
し
ゅ
ん
な

山
と
天
井
川
に
囲
ま
れ
、
災
害
の

起
き
や
す
い
地
形
で
あ
り
、
こ
れ

か
ら
も
対
策
に
し
っ
か
り
取
組
ん

で
い
き
た
い
。」と
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。

　
６
月
６
日
（
月
）、
集
中
豪
雨
や

台
風
に
よ
る
出
水
に
備
え
、
町
内

の
災
害
危
険
箇
所
７
ヵ
所
を
調
査

す
る
井
手
町
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
同
パ
ト
ロ
ー

ル
は
、
万
が
一
の
災
害
発
生
に
備

え
、
あ
ら
か
じ
め
危
険
箇
所
の
現

状
を
調
査
し
、
そ
の
予
防
策
や
発

生
時
の
復
旧
方
法
な
ど
を
検
討
す

る
た
め
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
汐
見
町
長
を
は
じ

め
、
府
山
城
広
域
振
興
局
、
府
山

城
北
土
木
事
務
所
、
府
田
辺
警
察

署
、
町
消
防
団
、
京
田
辺
市
消
防

署
井
手
分
署
な
ど
関
係
機
関
か
ら

約
　
名
が
参
加
し
、
採
石
場
跡
地

３０
や
、
砂
防
指
定
地
域
内
で
の
耕
作

と
い
っ
た
不
法
行
為
に
よ
り
下
流

災
害
を
起
こ
さ
な
い
ま
ち
へ

防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施

見
守
り
活
動
へ
の
　
　
　
　

　
　
理
解
と
協
力
を

　
６
月
２
日
（
木
）、
井
手
地
区
子

ど
も
見
守
り
隊
（
小
川
俊
雄
見
守

り
隊
長
）
は
、
地
域
へ
日
頃
の
活

動
へ
の
理
解
と
協
力
を
広
め
よ
う

と
、
京
都
府
警
音
楽
隊
・
カ
ラ
ー

ガ
ー
ド
隊
・
騎
馬
隊
を
招
い
て
啓

発
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

　
パ
レ
ー
ド
は
Ｊ
Ｒ
玉
水
駅
か

ら
、
音
楽
隊
を
先
頭
に
、
同
見
守

り
隊
や
井
手
町
青
少
年
を
育
て
る

会
（
西
田
和
正
会
長
）
な
ど
各
関

係
団
体
の
メ
ン
バ
ー
と
井
手
小
学

校
高
学
年
の
児
童
ら
が
参
加
し
、

井
手
小
学
校
ま
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

優
勝
め
ざ
し
て

　
　
　
猛
練
習
中

　
井
手
町
消
防
団
（
綱
田
貞
二
団

長
）
に
よ
る
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の

訓
練
が
、
新
四
郎
山
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
訓
練
は
、
７
月
　
日
（
日
）

３１

に
宇
治
田
原
町
住
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
開
催
さ
れ
る
第
　
回
京
都
府
消

２１

防
協
会
綴
喜
支
部
消
防
操
法
大
会

に
向
け
て
、
６
月
１
日
か
ら
毎
週

月
・
水
・
金
曜
日
の
午
後
８
時
か

ら
約
２
時
間
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
訓
練
で
は
、
出
場
選
手
が
指
導

員
か
ら
操
法
の
手
順
や
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
な
が
ら
、
優
勝
を
目
指

し
て
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
訓
練
期
間
中
は
、
消
防
団
幹

部
に
よ
る
町
内
防
火
啓
発
パ
レ
ー

ド
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。　

出
場
部
・
出
場
選
手
（
敬
称
略
）

▽
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

　
第
１
分
団
第
５
部

　（
水
無
・
高
月
区
＝
乾
　
浩
朗
部
長
）

指
揮
者
　
梶
田
　
篤
志
　

１
番
員
　
保
高
　
信
人

２
番
員
　
西
島
　
健
悟

３
番
員
　
伊
庭
　
純
蔵

補
助
員
　
泉
　
　
克
典

　
第
２
分
団
第
１
部

　（
東
部
区
＝
木
村
　
博
高
部
長
）

指
揮
者
　
高
田
　
頼
行

１
番
員
　
国
本
　
光
浩

２
番
員
　
岡
田
　
拓
也

３
番
員
　
八
木
　
宏
行

補
助
員
　
津
島
　
義
輝

採石場跡地を調査する参加者

挨拶を述べる
汐見町長

小型ポンプ操法の
訓練を行う選手

井
手
の
魅
力
を

　
　
　
伝
え
ま
し
た

　
５
月
　
日
（
月
）、
Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都

２３

の
「
京
都
ふ
ら
り
ー
」
と
い
う
番

組
で
井
手
町
が
取
り
上
げ
ら
れ
、

な
ご
や
か
市
、
み
ど
り
農
園
、
野

の
花
工
房
、
カ
ジ
カ
ガ
エ
ル
保
護

友
の
会
、
な
ど
の
活
動
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
都
会
に
近
い
田
舎
と

し
て
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
様
子
が
伝
え
ら
れ

い で の ま ち かい で の ま ち か どど

ウオッチング

ま
し
た
。

　
５
月
　
日
（
金
）、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

２７

「
京
い
ち
に
ち
」
と
い
う
番
組
で

は
、
カ
ジ
カ
ガ
エ
ル
保
護
友
の
会

と
陶
芸
工
房
山
吹
が
紹
介
さ
れ
、

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
椿
坂
で
の

活
動
の
様
子
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
６
月
　
日
（
金
）、
イ
ン
タ
ー
ネ

１７

ッ
ト
の
テ
レ
ビ
番
組
で
、
３
年
前

ま
で
井
手
町
で
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
し
て
い

た
エ
ミ
リ
ー
さ
ん
の
特
集
が
行
わ

れ
、
当
時
エ
ミ
リ
ー
さ
ん
が
水
墨

画
を
習
っ
て
い
た
和
会
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。　

　
６
月
　
日（
月
）～
　
日（
金
）、

２０

２4

Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
の
「
未
来
　
」
と
い

２６

う
番
組
で
、
地
域
の
特
産
品
づ
く

り
に
取
り
組
む
団
体
と
し
て
、
小

町
会
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。　

カジカガエルの放流場所で取材を
受ける友の会のメンバー

取材を受ける和会のメンバー
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６
月
　
日
（
木
）、
井
手
地
区

１６

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」推
進

委
員
会
の
平
間
百
彦
さ
ん
、
仁
木

鐵
次
さ
ん
、
杉
山
フ
キ
ヱ
さ
ん
が

役
場
を
訪
れ
、
法
務
大
臣
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
汐
見
町
長
に
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
運
動
は
、
犯
罪
や
非
行
の

な
い
安
全
で
安
心
な
地
域
社
会
を

築
く
こ
と
を
目
的
に
、
犯
罪
や
非

行
を
防
止
し
、
犯
罪
を
し
た
人
の

更
生
に
つ
い
て
地
域
の
理
解
を
深

め
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
杉
山
さ
ん
は
、
井
手
町
更

生
保
護
女
性
会
の
活
動
を
通
し

て
、
非
行
少
年
等
の
更
生
等
へ
の

尽
力
が
評
価
さ
れ
、
法
務
大
臣
よ

り
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
た
こ
と

を
、
汐
見
町
長
に
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

犯
罪
や
非
行
を
　
　
　

　
　
　
防
止
し
よ
う

世
界
記
録
樹
立
を
報
告

　
続
い
て
、
同
校
体
育
館
で
、
全

校
児
童
と
保
護
者
、
地
元
住
民
を

は
じ
め
玉
川
保
育
園
園
児
も
参
加

し
て
、
府
警
音
楽
隊
・
カ
ラ
ー
ガ

ー
ド
隊
に
よ
る
講
演
会
が
行
わ

れ
、
児
童
ら
は
演
奏
に
合
わ
せ
て

手
拍
子
を
打
つ
な
ど
し
て
楽
し
み

ま
し
た
。

　
６
月
　
日
（
土
）、
谷
川
ホ
タ
ル

１１

公
園
で
、
ホ
タ
ル
ま
つ
り
が
南
部

区
民
親
睦
会
と
南
部
源
氏
ボ
タ
ル

を
守
る
会
の
共
催
で
開
か
れ
ま
し

た
。
ホ
タ
ル
ま
つ
り
は
、
南
谷
川

の
ホ
タ
ル
を
通
じ
て
自
然
環
境
の

保
護
を
呼
び
か
け
よ
う
と
い
う
イ

ベ
ン
ト
で
す
。

　
第
１
部
で
は
、　
月
６
日
（
日
）

１１

に
行
わ
れ
る
、
第
　
回
国
民
文
化

２６

　
６
月
４
日
（
土
）、
自
然
休
養
村

管
理
セ
ン
タ
ー
で
、
山
吹
ふ
れ
あ

い
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
、
約

２
０
０
人
が
会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
は
山
吹
ふ
れ
あ
い

コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会
（
森
島

武
彦
実
行
委
員
長
）
が
中
心
と
な

っ
て
準
備
し
て
き
ま
し
た
が
今
年

か
ら
、
昨
年
発
足
し
た
井
手
町
文

山
吹
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

　
５
月
　
日
（
火
）、
流
し
そ
う
め

２４

ん
世
界
記
録
に
挑
戦
ｉ
ｎ
井
手
町

実
行
委
員
会
（
小
川
幸
一
会
長
）

の
メ
ン
バ
ー
が
役
場
を
訪
れ
、
今

年
３
月
に
行
っ
た
「
世
界
記
録
に

挑
戦
！
流
し
そ
う
め
ん
大
会
」
で

樹
立
し
た
３
２
１
６
．
７
メ
ー
ト

ル
の
記
録
が
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
、

正
式
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
を
汐
見

町
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　
同
大
会
は
、
町
内
諸
団
体
の
交

流
活
動
を
促
進
し
、
ま
ち
の
活
性

化
を
は
か
ろ
う
と
、
商
工
会
を
は

じ
め
、
町
建
設
業
協
会
、
町
内
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
、　
団
体
で
構

17

成
さ
れ
る
実
行
委
員
会
形
式
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
準
備
に
は
小
中
学

生
も
参
加
し
約
５
０
０
本
の
竹
を

切
り
出
し
、
そ
う
め
ん
を
流
す
樋

を
制
作
し
ま
し
た
。

　
世
界
記
録
認
定
の
報
告
を
受
け

た
汐
見
町
長
は
、「
多
く
の
人
が
こ

の
取
組
み
に
関
わ
っ
た
が
、
皆
で

力
を
合
わ
せ
て
や
る
と
い
う
こ
と

は
素
晴
ら
し
い
こ
と
。」と
感
想
を

述
べ
て
い
ま
し
た
。

化
協
会
の
事
業
と
し
て
行
わ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
第
１
部
は
、「
き
ら
き
ら
ラ
ン
ド

少
年
少
女
合
唱
団
」「
コ
ー
ラ
ス
タ

イ
ム
」「
テ
ィ
ネ
や
ま
ぶ
き
」「
エ
コ

ー
た
ち
ば
な
」
が
美
し
い
歌
声
を

披
露
し
、
第
２
部
は
、
ト
ロ
ン
ボ

ー
ン
奏
者
の
脇
坂
英
夫
さ
ん
と
ピ

ア
ニ
ス
ト
の
木
下
智
子
さ
ん
が

様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
曲
を
演
奏
し

参
加
者
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

ホ
タ
ル
ま
つ
り
開
催

祭
井
手
町
「
川
柳
の
祭
典
」
の
１

５
０
日
前
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
ま
ゆ

ま
ろ
」
が
登
場
し
子
ど
も
た
ち
と

ゲ
ー
ム
を
し
て
交
流
し
ま
し
た
。

　
第
２
部
で
は
、
有
志
に
よ
る
音

楽
バ
ン
ド
「
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
チ
キ

ン
ウ
ィ
ン
グ
ス
」、
音
楽
サ
ー
ク

ル
「
奏
～
か
な
で
～
」
に
よ
る
コ

ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
焼
そ
ば
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

な
ど
の
模
擬
店
に
は
子
ど
も
た
ち

の
行
列
が
で
き
、
大
い
に
賑
わ
い

ま
し
た
。

玉水駅を出発する府警音楽隊・騎馬隊

世界記録認定の報告の様子

元気に歌うきらきらランド
少年少女合唱団の皆さん

子どもたちに大人気の「まゆまろ」当てものを楽しむ子どもたち

メッセージ伝達式の様子
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   ８
月
　
日
に
任
期
が
満
了
す

２６

る
井
手
町
長
選
挙
は
、
８
月
９

日
に
告
示
さ
れ
８
月
　
日
が
投

１４

票
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

選
挙
は
井
手
町
民
の
代
表
を
選

ぶ
大
切
な
選
挙
で
あ
り
、
棄
権

し
な
い
で
、
よ
く
見
、
よ
く
聞

き
、
よ
く
考
え
て
必
ず
投
票
し

ま
し
ょ
う
。

【
投
票
で
き
る
人
は
】

　
今
回
の
選
挙
に
投
票
資
格
が

あ
る
人
は
、
平
成
３
年
８
月
　１５

日
以
前
生
ま
れ
、
投
票
日
当
日

　
歳
以
上
に
な
っ
て
い
る
方
で

２０す
。
こ
の
う
ち
、
平
成
　
年
５

２３

月
８
日
ま
で
に
町
内
に
住
民
登

録
を
し
て
、
投
票
日
に
お
い
て

も
引
き
続
い
て
在
住
さ
れ
て
い

る
方
は
、
井
手
町
で
投
票
で
き

ま
す
。

【
投
票
所
入
場
券
の
配
布
】

　
投
票
所
入
場
券
の
配
布
に
つ

き
ま
し
て
は
、
選
挙
人
一
人
に

一
枚
、
郵
便
は
が
き
に
て
、
ご

家
庭
に
お
届
け
し
ま
す
。
投
票

日
当
日
ま
で
大
切
に
保
管
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
投
票
所
入
場
券
は
忘
れ
ず
に
】

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

【
井
手
町
以
外
の
市
区
町
村
で

不
在
者
投
票
を
す
る
と
き
】

１
． 
不
在
者
投
票
を
さ
れ
る

方
は
、
あ
ら
か
じ
め
滞
在
地
の

市
区
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会

で
宣
誓
書
用
紙
の
交
付
を
受

け
、
こ
れ
に
投
票
日
当
日
（
８

月
　
日
）
に
投
票
所
に
行
っ
て

１４
投
票
で
き
な
い
理
由
に
○
を
付

け
、
井
手
町
選
挙
管
理
委
員
会

に
直
接
ま
た
は
郵
便
で
投
票
用

紙
等
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

２
．　
請
求
を
受
け
た
選
挙
管

理
委
員
会
は
、
投
票
用
紙
、
不

在
者
投
票
用
封
筒
お
よ
び
封
筒

に
入
れ
封
を
し
た
「
不
在
者
投

票
証
明
書
」
を
交
付
し
ま
す
。

こ
の
「
不
在
者
投
票
証
明
書
」

の
封
筒
は
決
し
て
開
封
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
開
封
さ
れ
る
と

不
在
者
投
票
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

３
．
交
付
さ
れ
た
投
用
紙
等
を

持
っ
て
滞
在
地
な
ど
の
市
区
町

村
選
挙
管
理
委
員
会
の
指
示
に

従
っ
て
投
票
し
ま
す
。

４
．
不
在
者
投
票
を
受
け
付
け

た
滞
在
地
の
選
挙
管
理
委
員
会

は
、
あ
な
た
の
不
在
者
投
票
を

す
ぐ
井
手
町
選
挙
管
理
委
員
会

へ
送
付
し
ま
す
が
、
投
票
所
閉

鎖
時
刻
ま
で
に
到
着
し
な
い
と

無
効
に
な
り
ま
す
の
で
早
め
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
す
。
遠
慮
な
く
係
員
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

【
期
日
前
投
票
】

　
８
月
　
日
に
次
の
理
由
に
よ

１４

り
、
投
票
日
に
投
票
所
に
行
け

な
い
と
見
込
ま
れ
る
方
の
た
め

に
、
期
日
前
投
票
制
度
が
あ
り

ま
す
。
期
日
前
投
票
が
で
き
る

場
合
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

１
．　
投
票
日
当
日
、
職
務
に

従
事
中
で
あ
る
と
き
。

２
．　
何
ら
か
の
用
事
の
た
め
、

旅
行
中
ま
た
は
滞
在
中
で
あ
る

場
合
（
た
と
え
ば
、
レ
ジ
ャ
ー

や
買
い
物
な
ど
の
私
用
で
投
票

区
の
区
域
外
に
い
る
よ
う
な
場

合
。）

３
．
投
票
日
当
日
、
出
産
、
手

術
、
身
体
の
障
害
等
で
歩
く
こ

と
が
困
難
で
あ
る
場
合
。

◎
期
日
前
投
票
の
で
き
る
期
間

は
、
８
月
　
日
（
告
示
の
翌
日
）

１０

か
ら
８
月
　
日
（
投
票
日
の
前

１３

日
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

投
票
時
間
は
土
・
日
曜
日
を
含

め
て
午
前
８
時
　
分
か
ら
午
後

３０

８
時
ま
で
の
間
、
役
場
西
別
館

１
階
期
日
前
投
票
所
で
、
行
っ

て
い
ま
す
。

【
不
在
者
投
票
に
つ
い
て
】

　
８
月
　
日
の
投
票
日
に
、
都

１４

道
府
県
の
選
挙
管
理
委
員
会
が

指
定
し
た
病
院
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
又
は
身
体
障
害
者
更

生
援
護
施
設
に
入
所
中
の
方

　
８
月
　
日
（
日
）
の
投
票
日

１４

に
は
、
次
の
こ
と
を
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
投
票
時
間
は
、
午
前
７
時
か

ら
午
後
８
時
ま
で
で
す
。

◎
入
場
券
に
指
定
さ
れ
た
投
票

所
以
外
で
は
投
票
で
き
ま
せ

ん
。

◎
投
票
所
に
行
く
と
き
は
、
入

場
券
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
、
お
忘
れ
に
な
っ
た
時

は
、
そ
の
旨
を
投
票
所
の
係
員

に
申
し
出
て
、
再
交
付
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

◎
投
票
し
よ
う
と
す
る
時
は
、

投
票
所
内
に
掲
示
さ
れ
て
い
る

候
補
者
の
氏
名
を
見
直
し
、
も

う
一
度
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

【
代
理
・
点
字
投
票
は
】

　
身
体
の
故
障
な
ど
の
た
め
、

自
分
で
投
票
用
紙
に
候
補
者
を

記
載
で
き
な
い
人
の
た
め
に
、

代
理
投
票
制
度
が
あ
り
ま
す
。

代
理
投
票
制
度
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
投
票
日
の
当
日
、
投
票

所
の
係
員
に
申
出
て
く
だ
さ

い
。
二
人
の
投
票
補
助
者
が
決

め
ら
れ
、
投
票
の
代
理
を
し
ま

す
。
ま
た
、
目
の
不
自
由
な
方

に
は
、
点
字
投
票
制
度
が
あ
り

井
手
町
長
選
挙

投
票
日
は
８
月
　
日
（
日
曜
日
）

１４

は
、
選
挙
当
日
、

投
票
に
行
け
な
い

と
見
込
ま
れ
る
方

で
あ
る
こ
と
か

ら
、
投
票
日
の
前

で
も
病
院
施
設
等

で
不
在
者
投
票
を

す
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。
不
在
者
投

票
の
で
き
る
期
間

は
、
８
月
　
日
（
告

１０

示
の
翌
日
）
か
ら

８
月
　
日
（
投
票

１３

日
の
前
日
）
ま
で

と
な
っ
て
い
ま

す
。
詳
し
い
こ
と

は
、
病
院
や
老
人

ホ
ー
ム
等
又
は
、

選
挙
管
理
委
員
会

区域投票所の施設名投票所名

石垣・水無・高月井手小学校体育館第１投票所

上井手・有王上井手区公民館第２投票所

東部・西部・北部多賀小学校体育館第３投票所

南部南部公民館第４投票所

玉水玉水公民館第５投票所

北・南
いづみ人権交流センター

研修棟
第６投票所

あなたの投票所は

区域投票所の施設名投票所名

水無・高月・石垣井手小学校体育館第１投票所

上井手・田村新田上井手区公民館第２投票所

東部・西部・北部多賀小学校体育館第３投票所

南部南部公民館第４投票所

玉水玉水公民館第５投票所

北・南
いづみ人権交流センター

研修棟
第６投票所

あなたの投票所は
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▼

　６月６日（月）、カジカガエル保護友の会（小川俊雄会長）が南
丹市美山町から借り受けてきた、メス5匹を含むカジカガエル50
匹を大正池近くの田村新田地区の玉川上流域に放流しました。
　カジカガエル保護友の会は平成11年に結成され長年にわたり養
殖や放流活動を行っており、今年の4月には、過去に放流したカジ
カガエルの生存が初めて確認されました。小川会長は、「4月のカ
ジカガエルの生存確認は励みになりました。玉川でカジカガエル
が自然に繁殖し、鳴き声があちこちで聞こえるようになるまで頑
張りたい。」と話されていました。

【
郵
便
等
投
票
制
度
】

　
選
挙
人
で
身
体
障
害
者
手

帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
・
介
護
保

険
の
被
保
険
者
証
を
交
付
さ
れ

て
い
る
人
で
、
そ
の
障
害
・
傷

病
・
要
介
護
状
態
区
分
の
程
度

が
一
定
以
上
で
あ
る
場
合
は
、

事
前
に
選
挙
管
理
委
員
会
へ
交

付
申
請
を
行
い
郵
便
等
投
票
証

明
書
の
交
付
を
受
け
て
お
き
、

そ
の
証
明
書
を
添
え
て
投
票
用

紙
を
請
求
し
、
郵
便
等
に
よ
り

自
宅
で
投
票
す
る
方
法
で
す
。

身
体
の
障
害
の
状
態
が
次
に
該

当
す
る
方
は
郵
便
投
票
制
度
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

障害の程度該当する障害種別

１級・２級両下肢・体幹・移動機能

身体障害者
手帳

１級・３級
心臓・じん蔵・呼吸器・
ぼうこう・直腸・小腸　

１級から３級免疫・肝臓

特別項症から第２項症両下肢・体幹

戦傷病者手帳
特別項症から第３項症

心臓・じん蔵・呼吸器・
ぼうこう・直腸・小腸・肝臓　

要介護５
介護保険の
被保険者証

【
郵
便
等
投
票
に
お
け
る
代
理

記
載
制
度
】

　
郵
便
等
投
票
の
対
象
者
で
、

次
の
要
件
に
も
該
当
す
る
方

は
、
あ
ら
か
じ
め
、
選
挙
管
理

委
員
会
に
届
出
を
し
た
代
理
人

１
人
（
選
挙
権
を
有
す
る
人
）

に
投
票
に
関
す
る
記
載
を
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方

　
上
肢
ま
た
は
視
覚
の
障
害
の

程
度
が
１
級

・
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方

　
上
肢
ま
た
は
視
覚
の
障
害
の

程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第
２
項

症
ま
で
の
方
が
対
象
と
な
り
ま

す
。
　
以
上
が
不
在
者
投
票
の
あ
ら

ま
し
で
す
。
こ
れ
ら
の
制
度
は

一
人
で
も
多
く
の
方
が
大
切
な

選
挙
権
を
行
使
で
き
る
よ
う
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
開
票
は
井
手
町
自
然
休
養
村

管
理
セ
ン
タ
ー
で
】

　
開
票
事
務
は
、
投
票
日
当

日
、
午
後
８
時
　
分
か
ら
井
手

４５

町
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー

で
行
い
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
井
手
町
選

挙
管
理
委
員
会
（
℡
　
‐
６
１

８２

６
１
）に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

▲
　5月25日（水）、多賀保育園の
３歳から５歳の園児46人が、同園
に隣接する木田昭徳さんの畑でタ
マネギやエンドウマメの収穫を体
験しました。
　園児は、畑から少しだけ顔をだ
しているタマネギを見つけると力
いっぱい引き抜き１人２個ずつ収
穫するとともに、５歳児はエンド
ウマメの収穫に挑戦しました。

寒 刊苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

▲
　5月25日（水）、井手小学校の
１年生と2年生95人が、校内の畑
に老人クラブの有志６人の協力で、
サツマイモの苗を植えました。
　児童は老人クラブのメンバーに
苗の植え方を教わりながら丁寧に
約100株を植えていました。

▲
　5月25日（水）、いづみ保育園
の3歳児18人が北区老人クラブ
のメンバーと、いづみ人権交流セ
ンターでサツマイモの苗植え体験
を行いました。
　園児は老人クラブのメンバーに、
水のやり方を教わり一生懸命苗植
えを行いました。植えられたサツ
マイモは、園児達が当番制で水や
りをし育てていく予定です。　

収穫、苗植えで畑は大忙し
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●被保険者証の更新

　平成２３年７月３１日で「後期高齢者医療被保険者証」の有効期限が切れ、平成２３年８月から被保険者証は「茶
色」に変わります。井手町保健医療課から新たな被保険者証を7月中旬に送付しますので、医療機関等で治療を受
けられる方は必ず新しい被保険者証を提示してください。

●限度額適用・標準負担額減額認定証の更新

　限度額適用・標準負担額減額認定を現在お持ちの方で、引き続き低所得者（非課税世帯）と確認が取れた方には、
７月中旬に新しい「認定証」を送付します。
　なお、現在「認定証」をお持ちでない方で非課税世帯に該当される方は申請が必要ですので、保健医療課までお
越しください。
　　申請時に必要なもの・・・後期高齢者医療被保険者証・印鑑

●保険料について

　平成２３年度の保険料額決定通知書を、被保険者の皆様あてに7月中旬に送付いたしますのでご確認ください。
保険料算出方法
　
　　所得割額＝課税のもととなる所得金額×所得割率（8.68／100）　　　　　　　　　　年間保険料
　　均等割額＝44,410円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[50万円を限度]

保険料の軽減措置
　◆所得割：基礎控除後の総所得金額等が５８万円以下の方　⇒　５割軽減
　◆均等割：世帯（被保険者と世帯主）の所得に応じて軽減されます。

保険料の支払い方法
　原則として年金から天引きされます。年金から天引きできない方は納付書等で納めます。年金から天引きに
なっている方でも、申請することによって口座振替に変更ができます。
※ 口座振替に変更した場合、その社会保険料控除は、口座振替により支払った方に適用されます。これにより、世
※ 帯全体の所得税や住民税が減額となる場合がありますので、十分ご留意ください。
※後期高齢者医療制度についての、ご相談・お問い合わせは、保健医療課　（℡82-6166）まで

 

後期高齢者医療制度のお知らせ

 

後発医薬品（ジェネリック医薬品）をご存じですか

　後発医薬品（ジェネリック医薬品）とは、先発医薬品（新薬）の特許が切れた後に販売される、先発医薬品と同
じ成分、同じ効能・効果を持つ医薬品のことです。
　医療機関や薬局でもらう薬には「先発医薬品」と「後発医薬品」の２種類があります。先発医薬品は新薬とも呼
ばれ、最初に発売された薬で、開発した製薬会社のみが販売しています。先発医薬品には特許期間（20～25年間）
がありますが、特許期間が終わると他の製薬会社でも製造、販売できるようになります。
後発医薬品（ジェネリック医薬品）は、こうした特許期間終了後に、先発医薬品と同じ
効果のある成分で造られた医薬品のことを言います。

ジェネリック医薬品の特徴

　安価で経済的です。
　効き目や安全性は、先発医薬品と同等です。

後発医薬品（ジェネリック医薬品）に変更したいときは… 

　薬の特徴や価格、変更後の注意点などの説明を受け、納得した上で処方してもらいましょう。 
　医師に変更することができるか相談してみましょう。

お問い合わせは、保健医療課（℡82-6166）まで

ジェネリック医薬品をご存知ですか？
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　「
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
」「
重
度
心
身
障
害

老
人
健
康
管
理
事
業
対
象
者
証
」
の
受
給
者
証

等
の
申
請
時
期
が
き
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。（
該
当
と
思
わ
れ
る
方
に
つ
き
ま
し

て
は
、
申
請
書
等
を
送
付
し
ま
す
。）

　
な
お
、
今
回
交
付
す
る
福
祉
医
療
受
給
者
証

(
)

 老
人
医
療
 
の
有
効
期
限
は
、
平
成
　
年
８
月

２３

１
日
か
ら
平
成
　
年
３
月
　
日
ま
で
と
な
り
ま

２４

３１

す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
医
療
課
（
℡
　
‐
８２

６
１
６
６
）
ま
で

場所日時地区名

老人福センター
賀泉苑

午前9時00分～
午前11時30分7月26日（火）

東部区
西部区
南部区
北部区

井手町役場
西別館1階

午前9時00分～
午前11時30分7月27日（水）

上井手区
田村新田区
石垣区

井手町役場
西別館1階

午後1時30分～
午後4時00分7月27日（水）

玉水区
水無区
高月区

いづみ人権交流
センター

午前9時00分～
午前11時30分7月28日（木 ）北区

南区

受給者証等の申請受付日程 福
祉
医
療
費
受
給
者
証
等
の

　
　
申
請
の
時
期
が
き
ま
し
た

寒 刊苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

滑

　6月5日（日）、山城勤労者福祉会館で井手町体育協会（山本一
男会長）主催の町民バレーボール大会が開催され、約170人が参
加し熱戦を繰り広げました。大会結果は次のとおりです。
【男子の部】（4チーム参加）
　優勝 上井手区  準優勝 IKIK.VC
【女子の部】（9チーム参加）
　優勝 ジャガー  準優勝 泉ヶ丘中学校Ａ　

滑

　5月25日（水）、泉ヶ丘中学校で、6月14日（火）、井手小学校
で、6月29日（水）、多賀小学校で、体育指導員スポーツ出前教室
が開かれました。誰にでもできるカローリングやペタンクなどの
ニュースポーツを広めようと今年度から新しく始まった事業で、
井手小学校では約40人が参加しました。
　また体育指導委員スポーツ教室は、7月11日（月）、13日（水）、
18日（月）、25日（月）、27日（水）、いずれの日も午後7時半か
ら山城勤労者福祉会館でも行なわれます。ぜひご参加ください。
お問い合わせは、社会教育課（℡82‐5700）まで。

　6月15日（水）、井手町老人クラブ連絡協議会（二木昭男会長）
の第28回ゲートボール大会が合藪ゲートボール場で開催され
ました。大会には42名が参加し、日頃の練習の成果を発揮し
優勝を目指すとともに、参加者同士の親睦も深めました。大会
結果は次のとおりです。
【大会結果】（5チーム参加）
　優勝　　水無チーム
　準優勝　南北チーム

滑

                                                                                       

滑

 　5月24日（火）、保健センターで泉ヶ丘中学校１年生の生徒
62名を対象にタバコの危険性を啓発する講習会が開かれました。
　喫煙者の肺の模型や、喫煙による病気の写真パネルなどの
教材を使ってタバコの有毒性が伝えられ、受講生からはタバ
コに含まれる成分の量や、喫煙が原因となる病気について活
発な質問が出されていました。
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住宅のバリアフリー改修に伴う固定資産税の減額制度について
　平成１９年４月１日から平成２５年３月３１日までの間に、改修工事を行った場合、その住宅にかかる固定資産税額の３
分の１が減額されます（都市計画税は対象になりません）。
○適用要件

（１）次のいずれかの者が居住する平成１９年１月１日以前から所在する住宅（賃貸住宅を除く）
　①６５歳以上の者　②要介護認定又は要支援認定を受けている者　　③障害者
（２）次の工事で、補助金等を除く自己負担が３０万円以上のもの
　①廊下の拡幅　　　②階段の勾配の緩和　　③浴室の改良　④トイレの改良　⑤手すりの取付け　
　⑥床の段差の解消　⑦引き戸への取替え　　⑧床表面の滑り止め化
○減額期間…

改修工事が完了した年の翌年度分

○適用範囲…
対象床面積は１戸あたり１００㎡まで

認定長期優良住宅に係る固定資産税の減額制度について
　平成２１年６月４日から平成２４年３月３１日までの間に新築された住宅のうち、一定の基準を満たす認定長期優良住
宅については、新たに課税される年度から５年度分（３階建以上の中高層耐火住宅については７年度分）その住宅
にかかる固定資産税額の２分の１が減額されます（都市計画税は対象になりません）。

○適用要件…次の全てを満たす住宅
　①長期優良住宅の普及の促進に関する法律に規定する認定長期優良住宅
　②平成２１年６月４日から平成２４年３月３１日までに新築された住宅
　③５０㎡以上２８０㎡以下の住宅
※一戸建て以外の貸家住宅については４０㎡以上２８０㎡以下
※併用住宅については居住の用に供する部分の床面積が家屋の床面積の２分の１以上であること

○減額期間　　　　　　　　　　　　　　　　　　○適用範囲

○申告方法

　減額を受けようとする人は、新築した年の翌年の１月３１日までに、長期優良住宅の普及に関する法律施行規則第
６条、第９条又は第１３条に規定する通知書の写し（様式については京都府建設交通部住宅課計画担当　TEL ０７５－
４１４－５３６１までお問い合わせください）を添えて、税務課へ申告してください。
　申告書の様式は、税務課にお問い合わせいただくか、井手町ホームページをご覧ください。
＊お問い合わせは、税務課（℡８２－６１６３）まで
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減額期間家屋の種類

新築後７年度分３階建以上の耐火構造及び準耐火構造の住宅

新築後５年度分一般の住宅（上記以外）

減額率床面積

固定資産税額の２分の１１戸あたりの床面積が１２０㎡以下のもの

１２０㎡分の固定資産税額の
２分の１１戸あたりの床面積が１２０㎡を超えるもの

減額期間工事完了時期

翌年度分平成１９年４月１日から平成２５年３月３１日までの改修

減額率床面積

固定資産税額の３分の１１戸あたりの床面積が１００㎡以下のもの

１００㎡分の固定資産税額の３分の１１戸あたりの床面積が１００㎡を超えるもの

○申告方法
　減額を受けようとする人は、改修工事完了後３ヶ月以内に固
定資産税減額申告書に必要事項を記入し、下記の必要書類を
添付のうえ、税務課へ申告してください。
   また、改修工事完了後３か月を経過した後に申告書を提出さ
れる場合は、申告書の当該欄にその理由を記入してください。
申告書の様式は、税務課に問い合わいただくか井手町ホーム
ページをご覧ください。
○添付書類
①納税義務者の住民票の写し（省略の場合あり）
②改修住宅にお住まいの方により次のいずれかの書類
・６５歳以上の方の住民票の写し（省略の場合あり）　

・介護保険被保険者証の写し　
・障害者手帳又はこれに代わるものの写し
③居住安全改修工事が行われたことを証する次のいずれかの
　書類
・工事明細書、改修着工前後の写真、改修工事に要した費用の
　領収書
・建築士、登録住宅性能評価機関、指定確認検査機関による証
　明書
④補助金等や介護保険からの給付金を受けた場合は、交付又
　は給付決定書

＊お問い合わせは、税務課（℡８２－６１６３）まで
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住宅の省エネ改修に伴う固定資産税の減額制度について
　平成２０年４月１日から平成２５年３月３１日までの間に、一定の省エネ改修工事を行った場合、その住宅にかかる固
定資産税額の３分の１が減額されます（都市計画税は対象になりません）。
○適用要件…次の全てを満たす住宅
（１）次の①から④までの工事のうち、①を含む工事により現行の省エネ基準に新たに適合するよう改修工事を行っ
た住宅
　①窓の改修工事　②床の断熱改修工事　③天井の断熱改修工事　④壁の断熱改修工事　　
（２）平成２０年１月１日以前に建てられた住宅（賃貸住宅を除く。）
（３）改修工事にかかる費用が３０万円以上
○減額期間

…改修工事が完了した年の翌年度分

○適用範囲

…対象床面積は１戸あたり１２０㎡まで

減額期間工事完了時期

翌年度分平成２０年４月１日から平成２５年３月３１日まで

減額率床面積

固定資産税額の３分の１１戸あたりの床面積が１２０㎡以下のもの

１２０㎡分の固定資産税額の３分の１１戸あたりの床面積が１２０㎡を超えるもの

○申告方法
　減額を受けようとする人は、改修工事完
了後３ヶ月以内に固定資産税減額申告書に
必要事項を記入し、右記の必要書類を添付
のうえ、税務課へ申告してください。
　また、改修工事完了後３か月を経過した
後に申告書を提出される場合は、申告書の
当該欄にその理由を記入してください。
　申告書の様式は税務課に問い合わせい
ただくか、井手町ホームページをご覧くだ
さい。

○添付書類
・納税義務者の住民票の写し
・熱損失防止改修工事証明書（建築士、登
　録住宅性能評価機関または指定確認検
　査機関が発行するもの）
・改修工事費用の支払いが確認できる領収
　書の写し
・改修工事の明細書の写し、改修工事箇所
　の写真（着工前・完了後）

○その他
　省エネ改修工事の減額とバリアフリー
改修工事の減額は同時にできます。
同じ年に住宅熱損失防止（省エネ）改修工
事とバリアフリー改修工事をおこなった
場合には両方の減額措置が適用され、翌年
度の固定資産税から減額できます。

＊お問い合わせは、
　税務課（℡８２－６１６３）まで
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住宅耐震改修に伴う固定資産税の減額制度について
　建築基準法に基づく現行の耐震基準に適合するよう一定の改修工事を行った場合、その住宅にかかる固定資産税
額が２分の１に減額されます（都市計画税は対象になりません）。
○適用要件…次の全てを満たす住宅
　①昭和５７年１月１日以前に建てられた（併用住宅の場合、居住部分の割合が全体の２分の１以上のものに限る）住宅
　②平成１８年１月１日から２７年１２月３１日までの間に建築基準法に基づく現行の耐震基準（昭和５６年６月１日施行）
　　に適合するよう一定の改修工事を施した住宅
　③耐震改修にかかる工事費が１戸あたり３０万円以上

減額期間工事完了時期 

翌年度から３年度分減額平成１８年１月１日から平成２１年１２月３１日までの改修

翌年度から２年度分減額平成２２年１月１日から平成２４年１２月３１日までの改修

翌年度から１年度分減額平成２５年１月１日から平成２７年１２月３１日までの改修

○減額期間
改修工事が完了した年の翌年度分から工事完了時期に応じた期間

減額率床面積

固定資産税額の２分の１１戸あたりの床面積が
１２０㎡以下のもの

１２０㎡分の固定資産税額の２分の１１戸あたりの床面積が
１２０㎡を超えるもの

○適用範囲

対象床面積は１戸あたり１２０㎡まで

○申告方法
　減額を受けようとする人は、住宅耐震改修に伴う固定資産税減額申
告書に必要事項を記入し、現行の耐震基準に適合した工事であること
を証明する「地方税法施行規則附則第7条第6項の規定に基づく証
明書（固定資産税減額証明書）」、耐震改修工事領収書（写し可）を添
付し、耐震改修工事後3か月以内に税務課に申告してください。
　また、耐震改修工事完了後3か月を経過した後に申告書を提出され
る場合は、申告書の当該欄にその理由を記入してください。
　申告書の様式は、税務課に問い合わせいただくか、井手町ホーム
ページをご覧ください。

○その他
・地方税法施行規則附則第7条第6項の規定に基づく証明書（固定
　資産税減額証明書）の発行は、建築士や登録住宅性能評価機関又は
　指定確認検査機関となります。
・バリアフリー改修工事及び省エネ改修工事に対する減額と同時に適
　用を受けることはできません。

＊お問い合わせは、税務課（℡８２－６１６３）まで
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子育て支援センターからのお知らせ

子育て支援センターは、玉川保育園にあります。
【ＴＥＬ・ＦＡＸ　：82－2232】
　　　★子育て支援センターは、事業の日だけでなく土・日以外毎日開いています。
          ★子育てで困った時、しんどい時の相談も受けています。　
　　　★利用時間　：　月曜日　～　金曜日　午前9時30分～午後4時00分
　　　（ちょいと気分転換という気軽な気持ちで遊びに来てください。）

7・8月の事業　時間：午前10時～正午
土金木水火月日
16151413121110

さんさん会
（支援センター）

よちよち広場
（支援センター）

遊びの広場
育児相談と同時実施
（保健センター）

多賀保育園
園庭開放

23222120191817

ぴよぴよ広場
（支援センター）

さんさん会
（支援センター）休日

30292827262524

玉川保育園
園庭開放

さんさん会
（支援センター）

おでかけ広場
（西部公民館）
多賀地区

654328/131
さんさん会
（玉泉苑）
子育てサロン

遊びの広場
育児相談と同時実施
（保健センター）

13121110987

とことこ広場
（支援センター）

子育てサークルの紹介・活動
さんさん会：午前１０時～ 正午【妊婦～３歳位の子どもとその保護者】

　　代表：林（０８０－１４５１－１８２２）

カモミール（キッズケア）【未就園児の親子】

　　代表：平間（０９０－５３６７－０３９７）

★初めての方は、代表まで連絡ください。

各広場の対象者　場所：子育て支援センター

＊とことこちゃん広場：1歳半～就学前の親子

＊よちよちちゃん広場：7ヶ月～1歳半位の親子

＊ぴよぴよちゃん広場：妊婦～6ヶ月位の親子

＊おでかけ広場：妊婦～就学前の親子
※上記の広場の予約は、いりません。

子育てをサポートします
★お仕事や冠婚葬祭、リフレッシュなどのために一時預かりを行っております（有料） 
★一時預かりの時間 平日（月～金曜日） 午前8時半～午後4時半の必要時間 　
　　　　　　　　　　 土曜日　   午前８時半～正午の必要時間 

利用できる方： 町内に住んでいる、生後６ヶ月以上の就学前の子ども
利用料金： ３歳未満児　１日：2,000円　半日：1,000円　給食費：250円 
利用料金： ３歳以上児　１日：1,800円　半日：900円　　給食費：250円 
利用料金： （利用料の対象年齢は、該当年度の４月１日現在を基準に判断しています。）

※お問い合わせは、子育て支援センター（℡82-2232）まで
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箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇

箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇

◇申し込み　　教育委員会またはいづみ人権交流センターに、直接または電話かファックスでお申込みください。 
                       その際、名前・連絡先・地区名をお知らせください。
                           [教育委員会（社会教育課）]
　　　　　　　　　電話　82－5700　　ファックス　82－5701
　　　　　　　　[いづみ人権交流センター]
　　　　　　　　　電話　82－3380　　ファックス　82－4112
◇その他          ･講座により必要な材料費･交通費などは個人負担となります。　　
◇その他          ･詳しくは、教育委員会またはいづみ人権交流センターまでお問い合わせください。　 　　　　
蛎

各

劃

廓

鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎

鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎

嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇

嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇

犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
 

　
誰
も
自
分
や
家
族
が
、
犯
罪
に
よ
り
被
害
を
受
け
る
と
は
思
っ
て
も
い
な
い
は
ず
で

す
。
し
か
し
、
犯
罪
が
突
然
あ
な
た
の
身
に
降
り
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な

時
、
皆
さ
ん
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
な
ど
の
不
安
を
感
じ
て

も
、
誰
に
相
談
を
し
て
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
被
害
者
や

そ
の
家
族
の
皆
さ
ん
が
再
び
平
穏
な
生
活
を
営
め
る
ま
で
の
間
、
適
切
に
支
援
す
る
た

め
井
手
町
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
を
制
定
し
、
平
成
　
年
７
月
１
日
に
施
行
し
ま
し

２３

た
。
今
後
、
国
や
京
都
府
な
ど
の
機
関
と
も
協
力
し
て
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

１
．
相
談
･情
報
提
供
な
ど

対
象
者
：
犯
罪
被
害
に
遭
わ
れ
た
町
内
に
在
住
、
在
勤
す
る
方
な
ど
で
、
警
察
に
被
害
　

　
届
を
出
し
て
い
る
な
ど
、
客
観
的
に
被
害
者
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
方

内
　
容
：
面
接
ま
た
は
電
話
に
よ
る
相
談
や
関
係
機
関
へ
の
連
絡
・
調
整
の
ほ
か
、
必
要

　
な
情
報
提
供
な
ど
を
行
い
ま
す
。

２
．
見
舞
金
を
支
給

対
象
者
：
故
意
に
よ
る
犯
罪
行
為
に
よ
り
、
被
害
を
被
っ
た
方
ま
た
は
そ
の
遺
族
で
、 
  

  次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

（
１
）
犯
罪
発
生
時
か
ら
引
き
続
き
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

（
２
）
日
本
国
内
等
で
発
生
し
た
犯
罪
行
為
に
よ
り
死
亡
さ
れ
た
方
の
遺
族
ま
た
は
医
師
 

   の
診
断
に
よ
り
全
治
１
ヶ
月
以
上
の
加
療
を
要
す
る
傷
害
を
被
っ
た
方

（
３
）
警
察
へ
被
害
届
を
出
し
て
い
る
方

　
　
見
舞
金
の
額
：
遺
族
見
舞
金
　
　
万
円

30

　
　
                    傷
害
見
舞
金
　
　
万
円

１０

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課
（
℡
　-

 
６
１
６
１
ま
で
）

82
　私たちの生活に【水】は欠かせない大

切なものです。【水】を安全に、そして安

定して供給するための費用や汚水を浄

化する費用、施設整備の費用は、みなさ

んからお支払いいただいている上下水

道料金でまかなわれています。

　料金の納付がなければ、健全な事業経

営ができなくなります。期限内の納付

をお願いします。納付方法などのご相

談は、上下水道課にご連絡ください。

※お問い合わせは、上下水道課

　（℡８２－６１６９）まで

使用者のみなさまへ
上下水道料金の

期限内納付をお願いします

　井手町と井手町教育委員会では、差別のない明るい社会の実現をめざし、今日なお日常生活に現存する様々な差
別問題について考え、正しい理解と認識を深めることを目的に、今年度も「いづみふれあい学級（全７回）」を開催
しています。学習を通して、人権への関心を高めましょう。参加を広く呼びかけていますので、ぜひこの機会にお
申込みください。

◇学習計画　　　
会場学習内容開催日時回

いづみ人権交流
センター研修棟

「障害のある方やお年よりの体操」
　～こころとからだの対話を広げよう～
[講師]　日本３B体操協会
                公認指導員  松原洋子さん

７月１９日（火）
13:30-15:00

2

いづみ人権交流
センター研修棟

「人間は生きているだけで尊い」
[講師]　京都いのちの電話
                 事務局長　平田眞貴子さん

８月２３日（火）
13:30-15:30

3

行き先 福井県
「人道の港　敦賀ミゼウム」（社会見学）
～ポーランド孤児と難民を救った感動のドラマ～

９月２０日（火）
 8:30-18:00

4

いづみふれあい学級のお知らせ

　（第５回から第７回については、詳細が決まり次第、広報等でお知らせします。）　
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１
等
２
，
０
０
０
万
円
 
４
０
０
本

〈
抽
選
日
〉
８
月
９
日
（
火
）

＊
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村
の

明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ

ま
す
。

【
体
育
指
導
委
員
ス
ポ
ー
ツ
教
室
】

日
時
／
７
月
　
日
（
月
）・
　
日
（
水
）・
　

１１

１３

１８

日
（
月
・
祝
）・
　
日
（
月
）・
　
日
（
水
）

２５

２７

い
ず
れ
も
、
午
後
７
時
半
～

場
所
／
山
城
勤
労
者
福
祉
会
館

 【
和
太
鼓
交
流
教
室
】

日
時
／
７
月
　
日
（
水
）・
　
日
（
水
）・

１３

２７

８
月
　
日
（
水
）
午
後
７
時
～
９
時

１０

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー

【
和
太
鼓
教
室
（
サ
ー
ク
ル
）】

日
時
／
７
月
　
日
（
土
）・
　
日
（
土
）・

１６

３０

８
月
６
日
（
土
）
午
後
１
時
半
～
３
時
半

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

【
和
太
鼓
教
室
】

日
時
／
７
月
　
日
（
土
）
午
後
１
時
半
～

２３

３
時
半

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
児
童
館（
℡

　
‐
４
１
１
２
）
ま
で

８２【
い
づ
み
ま
な
び
教
室
】

《
太
極
拳
（
入
門
・
初
級
）》

日
時
／
７
月
　
日
（
金
）
午
後
１
時
半
～

２２

３
時

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

《
大
正
琴
》

煙
夜
間
の
閉
門
期
間

７
月
　
日
（
水
）
～
８
月
　
日
（
水
）

２０

３１

煙
閉
門
時
間

　
午
後
５
時
～
午
前
９
時

煙
但
し
８
月
　
日
ま
で
の
土
・
日
曜
日
に

３１

つ
い
て
は
午
後
　
時
～
午
前
９
時

１０

　
な
お
、
気
象
状
況
に
よ
り
、
早
く
閉
門

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
万
灯
呂
山
展
望
台
に
限
ら
ず
、
谷
川
ホ

タ
ル
公
園
な
ど
の
公
園
も
『
火
気
厳
禁
』

で
す
。

巡
回
就
労
相
談
         　
　
　
  

  キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
　

　
　
　
　
　
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？
  

　
就
業
を
希
望
さ
れ
る
母
子
家
庭
等
の
お

母
さ
ん
を
対
象
に
、
母
子
家
庭
等
自
立
支

援
セ
ン
タ
ー
が
井
手
町
で
出
張
相
談
を
行

い
ま
す
。

日
時
／
９
月
　
日
（
月
） 
     

１２

          午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

場
所
／
玉
泉
苑

定
員
／
５
名
（
先
着
順
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
都
府
母
子
家
庭

等
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
（
℡
０
７
５
‐
６

６
２
‐
３
７
７
３
）
ま
で

救
命
講
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ

日
時
／
８
月
７
日
（
日
）
午
前
９
時
～
正
午

場
所
／
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署
会
議
室

定
員
／
　
名
程
度

１０

参
加
費
／
無
料

受
付
期
限
／
８
月
６
日
（
土
）
午
後
５
時

ま
で

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
田
辺
市
消
防
署

井
手
分
署
（
℡
　
‐
３
０
０
０
）
ま
で

８２

７
月
は
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
の
第
２
期
納
期
限
、
後
期
高
齢
者
保
険
料
の
第
１
期
納
期
限
で
す
（
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
）

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
　
　
　

　
　
設
置
さ
れ
ま
し
た
か
？

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
平
成
　
年
６

２３

月
１
日
か
ら
す
べ
て
の
住
宅
（
自
動
火
災

報
知
設
備
を
設
置
し
て
い
る
住
宅
を
除

く
）
に
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
大
切
な
命
を
守
る
た
め
、
寝
室
・
階
段
・

台
所
な
ど
に
設
置
し
、
火
災
事
故
に
備
え

ま
し
ょ
う
。

　「
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
取
り
付
け
た

こ
と
で
火
災
に
素
早
く
気
づ
き
、
大
事
に

至
ら
な
か
っ
た
。」
と
い
っ
た
声
も
多
く
聞

か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
す
で
に
設
置
し
て
お
ら
れ
る
人
は
、
取

扱
説
明
書
に
基
づ
い
て
１
カ
月
に
１
回
の

定
期
点
検
を
行
い
、
日
ご
ろ
か
ら
正
常
に

作
動
す
る
か
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
消
防
署
が
訪
問
販
売
業
者
を
派
遣

す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
田
辺
市
消
防
本

部
予
防
課
（
℡
　
‐
７
８
２
６
）
ま
た
は

６３

京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署
（
℡
　
‐
３

８２

０
０
０
）
ま
で
 

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
＆
　

２
2
0
0
0
万
サ
マ
ー
発
売

〈
発
売
期
間
〉
７
月
　
日
（
月
）
～
７
月
　

１１

２９

日
（
金
）

〈
発
売
場
所
〉
全
国
の
宝
く
じ
売
場

＊
通
信
販
売
で
も
購
入
で
き
ま
す
。

〈
当
せ
ん
金
〉

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　
１
等
２
億
円×

 
　
本
　

２６

２
０
０
０
万
サ
マ
ー

万
灯
呂
山
展
望
台
の
　
　
　
　

　
　
夜
間
閉
鎖
に
つ
い
て

　
万
灯
呂
山
展
望
台
は
、
山
城
地
域
一
帯

が
見
渡
せ
る
観
光
名
所
と
し
て
人
気
が
あ

り
、
京
都
府
景
観
資
産
に
登
録
さ
れ
見
学

に
訪
れ
る
人
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
同
展
望
台
は
、
高
所
に
あ
る
こ
と
か
ら

水
利
も
な
く
、
一
度
火
災
に
な
れ
ば
取
り

返
し
の
つ
か
な
い
こ
と
に
な
る
た
め
、
展

望
台
に
は
『
火
気
厳
禁
』
の
看
板
を
設
置

し
、
夏
休
み
期
間
中
は
、
夜
間
パ
ト
ロ
ー

ル
を
消
防
団
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
一
部
の
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い

人
た
ち
に
よ
る
花
火
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な

ど
の
行
為
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
幾
度
と
な

く
消
防
署
や
消
防
団
そ
し
て
警
察
ま
で
も

出
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
に
は
、
パ
ト
ロ

ー
ル
が
終
わ
っ
た
後
に
、
花
火
を
す
る
悪

質
な
者
ま
で
い
る
始
末
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
同
展
望
台

を
適
切
に
管
理
す
る
こ
と
は
限
度
が
あ
る

た
め
、
次
の
と
お
り
夜
間
を
閉
門
し
ま
す

の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

講
座
・
教
室

ス
ポ
ー
ツ
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場
所
／
玉
泉
苑

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡
　
‐
３
４
９
９
）
ま
で

８２
 【

子
育
て
サ
ロ
ン
】

日
時
／
８
月
５
日
（
金
）
午
前
　
時
～
正
午

１０

場
所
／
玉
泉
苑

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡
　
‐
３
４
９
９
）
ま
で

８２

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

《
乳
児
健
診
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
》

日
時
／
８
月
１
日
（
月
）

対
象
／
Ｈ
　
・
３
・
５
か
ら
Ｈ
　
・
５
・

２３

２３

６
生
ま
れ

受
付
／
午
後
１
時
～
１
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

《
２
歳
半
歯
科
健
診
》

日
時
／
８
月
８
日
（
月
）

対
象
／
Ｈ
　
・
　
・
　
か
ら
Ｈ
　
・
４
・

２０

１２

２４

２１

　
生
ま
れ

３０受
付
／
午
後
１
時
～
１
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー（
℡

　
‐
３
３
８
５
）
ま
で

８２ 【
心
配
ご
と
相
談
・
人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

消
費
生
活
相
談
】

日
時
／
７
月
　
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

２５

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
８
月
１
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

【
無
料
法
律
相
談
】

日
時
／
７
月
　
日
（
水
）
午
後
１
時
半
～

２０

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／
　
歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
害
の
あ

６５

る
方

＊
事
前
申
込
が
必
要
で
す

＊
毎
月
　
日
発
行
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

２０

ン
タ
ー
だ
よ
り
」で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の

詳
し
い
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡
　
‐
３
４
９
９
）
ま
で
 

８２

【
親
と
子
の
絵
本
の
会
】

日
時
／
７
月
　
日
（
土
）
午
後
２
時
～

１６

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
井
手
町
図
書
館（
℡

　
ー
５
７
０
０
）
ま
で

８２【
夏
の
お
は
な
し
会
】

日
時
／
７
月
　
日
（
日
）
午
前
　
時
～

２４

１１

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
図
書
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
井
手
町
図
書
館（
℡

　
ー
５
７
０
０
）
ま
で

８２【
井
手
玉
川
大
学
（
第
２
回
）】

日
時
／
７
月
　
日
（
火
）
午
後
１
時
半
～

２６

３
時

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課（
℡
　８２

ー
５
７
０
０
）
ま
で

【
成
人
・
高
齢
者
保
健
事
業
】

《
山
吹
体
操
ク
ラ
ブ
・
健
康
相
談
》

日
時
／
７
月
　
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～

１４

３
時

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
８
月
４
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～

３
時

日
時
／
７
月
　
日
（
金
）
午
前
　
時
～
　
時
半

２２

１０

１１

　
　
　
８
月
　
日
（
水
）
午
前
　
時
～
正
午

１０

１０

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

《
ペ
ン
習
字
》

日
時
／
７
月
　
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～

２１

３
時
半

《
人
権
学
習
》

日
時
／
７
月
　
日
（
金
）
午
前
　
時
半
～

２２

１１

正
午
・
午
後
３
時
～
３
時
半

《
手
芸
教
室
》

日
時
／
７
月
　
日
（
月
）・
８
月
２
日
（
火
）

２５

午
後
１
時
半
～
３
時
半

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な

り
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流

セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
健
康
教
室
】

日
時
／
７
月
　
日
（
木
）
午
前
　
時
～
　

２８

１０

１１

時
半

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流

セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
天
文
台
】

日
時
／
７
月
　
日
（
金
）・
８
月
２
日
（
火
）

２２

【
雨
天
の
場
合
８
月
５
日
（
金
）】
午
後
８

時
～
９
時
半

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

・
申
し
込
み
は
不
要
で
す

・
雨
天
曇
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す

・
夜
間
の
開
催
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
子
様

だ
け
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課（
℡
　８２

‐
５
７
０
０
）
ま
で

【
生
き
生
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
（
夏
の
デ
ザ

ー
ト
）】

７
月
は
、
多
賀
地
区
の
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
月
で
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い 日

時
／
７
月
　
日
（
月
）
午
後
２
時
～
４
時

２５

場
所
／
玉
泉
苑

＊
心
配
ご
と
相
談
は
、
第
１
月
曜
日
は
、

玉
泉
苑
、
第
３
月
曜
日
は
賀
泉
苑
で
開
設

し
て
い
ま
す
。

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
と
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡
　
‐
３
４
９
９
）
ま
で

８２

【
母
子
の
相
談
・
教
室
】

《
育
児
相
談
》

日
時
／
７
月
　
日
（
水
）・
８
月
３
日
（
水
）

１３

受
付
／
午
前
９
時
半
～
　
時
半

１０

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

《
遊
び
の
広
場
》

日
時
／
７
月
　
日
（
水
）・
８
月
３
日
（
水
）

１３

受
付
／
午
前
９
時
半
～
　
時
１１

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

《
発
達
相
談
》

日
時
／
７
月
　
日
（
金
）

２２

受
付
／
完
全
予
約
制
・
ご
希
望
の
方
は
保

健
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー（
℡

　
‐
３
３
８
５
）
ま
で

８２【
こ
こ
ろ
の
相
談
室
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）】

日
時
／
７
月
　
日
（
火
）・
　
日
（
火
）・

１２

２６

８
月
９
日
（
火
）
午
前
　
時
半
～
午
後
２
時

１０

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流

セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
障
害
者
相
談
】

日
時
／
７
月
　
日
（
火
）・
　
日
（
火
）・

１２

２６

８
月
９
日
（
火
）
午
後
１
時
半
～
４
時

場
所
／
役
場
西
別
館
１
階
会
議
室

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢
福
祉
課（
℡
　８２

‐
６
１
６
５
）
ま
で

健

康

子

育

て

各

種

相

談
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癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

「
白
樫
の
樹
の
下
で
」　
　
　
　
　
青
山
 文
平

「
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
」 
                   真
保
 裕
一

「
我
が
家
の
問
題
」 
                   奥
田
 英
朗

「
明
日
の
マ
ー
チ
」　
　
　
　
　
　
石
田
 衣
良

「
刑
事
の
ま
な
ざ
し
」　
　
　
　
　
　
薬
丸
 岳

「
ひ
や
か
し
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
 要

「
死
ぬ
気
ま
ん
ま
ん
」　
　
　
　
　
佐
野
 洋
子

児
童
書

「
ポ
ッ
ト
さ
ん
」　
　
　
　
き
た
む
ら
 さ
と
し

「
も
ぐ
ら
の
　
た
く
は
い
び
ん
」

                　
　
　
　
　
　
た
か
い
 よ
し
か
ず

「
わ
た
し
の
　
に
わ
」　
ケ
ビ
ン
・
ヘ
ン
ク
ス

【
開
館
日
】
火
曜
日
～
日
曜
日

【
開
館
時
間
】

４
月
～
９
月
　
午
前
　
時
～
午
後
６
時

１０

☆
７
月
・
８
月
の
休
館
日

７
月
１
～
４
・
　
・
　
・
　
・
　
日

１１

１９

２５

２８

８
月
１
・
８
・
　
・
　
・
　
・
　
日

１５

２２

２５

２９

☆
貸
し
出
し
冊
数
お
よ
び
期
間

図
書
は
１
人
　
冊
、　
２
週
間

１２

雑
誌
は
１
人
５
冊
、　
２
週
間

視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
、　
１
週
間

☆
主
な
新
着
資
料
の
紹
介
　
７
月

一
般
書

「
ル
ル
と
ブ
ロ
ン
ト
サ
ウ
ル
ス
」　
　
　

　
　
　
ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
ヴ
ィ
オ
ー
ス
ト

「
夏
の
サ
イ
ン
」　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  最
上
 一
平

７
月
・
８
月
の
図
書
館
行
事

《
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
》

７
月
９
日
（
土
）
８
月
　
日
（
土
）

１３

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
か
ら

《
親
と
子
の
絵
本
の
会
》

７
月
　
日
（
土
）　
午
後
２
時
か
ら

１６

　
　
※
８
月
は
あ
り
ま
せ
ん
。

《
夏
の
お
は
な
し
会
》

７
月
　
日
（
日
）
午
前
　
時
か
ら

２４

１１

《
夏
休
み
工
作
教
室
》

８
月
　
日
（
水
）
午
後
１
時
半
か
ら

２４

　
　
※
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

幻日
市川 森一
一揆軍の総大将・天草四郎は、
天正遣欧使節・千々石ミゲル
の息子だった。そして幕府軍
を震撼させた長崎要塞化計画
とは…。日本史上最大の一揆
といわれる島原の乱を活写す
る長編歴史小説。『長崎新聞』
連載を単行本化。

今こそはじめたい！スマート
フォン
傍島 康雄・藤井 泰宏
ｉＰｈｏｎｅとＡｎｄｒｏｉ
ｄの違い、利用料金、専門用
語といった購入前に知ってお
きたいことから、便利なアプ
リなど購入後に役立つ情報ま
で網羅。スマートフォンデビ
ューしたい人の疑問に答えま
す。

カンガルーがいっぱい
山西 ゲンイチ
カンガルー一家は、子だく
さん。子どもが４５匹いるの
です。編みもの、サッカー、
お絵かき、野球。得意なも
のも、好きなものも、みんな
それぞれ。いろんな子がい
て、どの子も特別。みんな、
かわいい！

はしをわたらずはしわたれ
小野 かおる
言葉を話すより前に、人間は
橋をかけることを行ってきた。
橋の歴史、日本と世界のいろ
いろな橋、つり橋・げた橋な
どの橋の種類、橋にまつわる
昔話など、橋に関するさまざ
まな事柄を教える。９１年刊の
再刊。

Ｑ
．
不
慮
の
事
故
に
あ
っ
た
場
合
、
何
か
受
給
で
き
る
も

の
が
あ
り
ま
す
か
。（
そ
の
①
）

Ａ
．
国
民
年
金
は
、　
歳
か
ら
老
齢
基
礎
年
金
が
支
給
さ

６５

れ
ま
す
が
、
そ
の
ほ
か
、
不
慮
の
事
故
の
た
め
の
障
害
基
礎

年
金
と
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
て
国
民
の
暮
ら
し
を

守
っ
て
く
れ
ま
す
。

　
障
害
基
礎
年
金
は
、
障
害
の
原
因
と
な
っ
た
病
気
や
ケ

ガ
の
初
診
日
が
国
民
年
金
に
加
入
中
あ
る
い
は
　
歳
以
上

60

　
歳
未
満
の
間
に
あ
る
方
が
、
一
定
の
障
害
の
状
態
に
な

65っ
た
と
き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
年
金
額
は
、
障
害
の
程
度
が
１
級
の
と
き
が
　
万
６
，
１

98

０
０
円
、
そ
れ
よ
り
軽
い
程
度
の
２
級
の
と
き
が
　
万
８
，

78

９
０
０
円
で
す
。
ま
た
、
障
害
基
礎
年
金
に
は
子
（
生
計
を

維
持
さ
れ
て
い
る
　
歳
到
達
年
度
の
末
日
ま
で
の
子
ま
た

18

は
　
歳
未
満
で
１
級
・
２
級
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
子
・

20
以
下
同
じ
）
の
加
算
額
が
あ
っ
て
、
そ
の
額
は
１
人
に
つ
い

て
７
万
５
，
６
０
０
円
（
た
だ
し
、
２
人
目
ま
で
は
１
人

に
つ
い
て
　
万
７
，
０
０
０
円
）
で
す
。

22

　
今
年
４
月
か
ら
は
加
算
対
象
者
が
拡
大
さ
れ
、
こ
れ
ま

で
受
給
権
が
発
生
し
た
後
に
結
婚
・
出
産
し
て
も
、
配
偶
者

や
子
ど
も
が
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
加
算
額
が
、

年
金
受
給
権
が
発
生
し
た
後
で
も
配
偶
者
や
子
ど
も
へ
の

加
算
額
を
届
出
に
よ
り
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、
同
一
の
子
を
対

象
と
し
た
障
害
年
金
の
子
の
加
算
と
配
偶
者
の
方
へ
支
払

わ
れ
る
児
童
扶
養
手
当
の
両
方
を
受
け
取
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

　
児
童
扶
養
手
当
と
障
害
基
礎
年
金
の
子
の
加
算
の
ど
ち

ら
を
受
け
る
か
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
児
童
扶
養
手

当
の
金
額
と
障
害
基
礎
年
金
の
子
の
加
算
額
と
で
比
較
し

て
金
額
の
高
い
方
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
た
だ
し
、
児
童
扶
養
手
当
に
は
所
得
制
限
が
あ

る
ほ
か
、
障
害
基
礎
年
金
の
子
の
加
算
も
子
の
人
数
に
よ

っ
て
金
額
が
違
う
た
め
、
詳
し
く
は
お
近
く
の
年
金
事
務

-

所
ま
た
は
住
民
福
祉
課
（
　
 
６
１
６
４
）
ま
で
お
問
い
合

82

わ
せ
く
だ
さ
い
。（
来
月
号
に
つ
づ
く
）
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※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場産業環境課（TEL82‐6168）まで

し尿収集日程

※し尿に関するお問い合わせは、城南衛生管理組合（TEL０７５‐６３１‐５１７１）まで

その他
発　泡
トレー等

ペット
ボトル

粗大ごみビンカン燃やすごみ
 区　分
地　区 

水曜日
７月１９日

８月２日
８月４日７月２８日７月１４日７月２１日火・金曜日

北 区

南 区

水 無 区

水曜日
７月１２日
７月２６日
８月９日

８月５日７月２８日７月１５日７月２２日月・木曜日

玉 水 区

石 垣 区

高 月 区

水曜日
７月１３日
７月２７日
８月１０日

８月４日７月２１日７月１４日７月２８日火・金曜日上 井 手 区

水曜日
７月２０日
８月３日

８月４日７月２１日７月１４日７月２８日火・金曜日多 賀 全 区

ごみは、朝９時までに出してください。
★4月より、燃やすごみの袋の透明化がスタートしました。透明袋による排出にご協力をお願いします。
★カン、ビン、ペットボトル、発泡トレー等は中身の見える袋で出してください。
★「乾電池」は「カン」の日に、「カセットボンベ缶、スプレー缶」は「その他」の日に、それぞれ別の透明な袋に入れて出してください。
★粗大ごみは、収集日の１週間前までに産業環境課へ電話予約（TEL８２‐6168）してください。（テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・ 洗濯機・
　エアコン・パソコンは除きます）
★テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは家電リサイクル品です。
※古紙等（新聞、雑誌、ダンボール・紙パックごとに分別のうえ）の収集は全地区毎週月曜日です。

収集区域し尿収集
区域番号収集日

西北河原、東北河原、南口、西北ノ代、東北ノ代、北口、西北組、東
松ヶ花、茶臼塚、新造、東北組、甚五郎谷

⑨７月１３日
８月４日

阿弥陀寺、西南組、東南組、前川、立石、小払、岩倉、馬場崎、墓ノ平⑩７月１４日
８月５日

内垣内、奥西、帽子田、下川、判ノ地、石名田、高橋、谷村、宮ノ後、
天王山、蛇谷、粟岡、北赤坂、穴虫、南久保、浜、上ノ浜

⑪７月１５日
８月８日

安堵山、起、佃、平山、新四郎山、中島、西垣内、中垣内、東垣内⑫７月１９日
８月９日

里、玉ノ井、西高月、東高月、清水、栢ノ木、中溝、西山、尾ノ山、山
縁、田村新田

⑬７月２０日
８月１０日

川久保、北玉水、辻垣内、野畑、山田、柏原、南玉水、久保、渋川、段
ノ下、扇畑、浜田、橋ノ本

⑭７月２１日

梅ノ木原、野神、北猪ノ阪、南猪ノ阪、宮ノ本、西前田、北開、北溝、
南溝、下赤田、上赤田、鳥休、柴木田

⑮７月２２日

～ゴミの減量化にむけて⑩～
燃やすごみの日に出せるもの、出し方

＜＜　ごみ袋の《《透明・半透明化》》にご協力ください。　＞＞
●台所の生ごみは必ず《《水切り》》をしてから出して下さい。
●木の枝はひもで束ねて出して下さい。
●古着・古布は出すことができますが、極力、地域の集団回収に出して下さい。
●紙おむつは不透明袋でも収集しますが、その場合は袋に「紙おむつ」と表示して下さい。
●他に毛布や掃除機で吸ったホコリなども出すことができます。布団はその他ごみです。

＜＜　7・8月は燃やすごみが多くなります。生ごみの《《水切り》》を徹底して下さい。　＞＞

ごみ収集日程表（7月11日～8月10日）
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妻夫住所

近 藤　 美香大橋　 俊之井手

山口　比呂美佐竹　 正義井手

まちのカレンダまちのカレンダーー
（7月11日～8月10日）

発行：京都府綴喜郡井手町役場
編集：企画財政課
井手町ホームページ

 http://www.town.ide.kyoto.jp/ 
E-mail：info@town.ide.kyoto.jp

公共施設電話番号一覧
電話番号名　　称

0774－82－6161総　務　課
0774－82－6162企画財政課
0774－82－6163税　務　課
0774－82－6164住民福祉課
0774－82－6165高齢福祉課
0774－82－6166保健医療課
0774－82－6167建　設　課
0774－82－6168産業環境課
0774－82－6169上下水道課
0774－82－6171会計課
0774－82－6172議会事務局
0774－82－4333
0774－82－5700

教育委員会（学校教育課）
山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課）

0774－82－3380
0774－82－4112

いづみ人権交流センター
いづみ児童館

0774－82－3385保健センター
0774－82－3690地域包括支援センター
0774－82－2070泉ヶ丘中学校
0774－82－2119井手小学校
0774－82－2112多賀小学校
0774－82－2153玉川保育園
0774－82－2225多賀保育園
0774－82－4160いづみ保育園
0774－82－2232子育て支援センター
0774－82－4651環境衛生センター
0774－82－3617学校給食センター
0774－82－3838井手町まちづくりセンター椿坂
0774－99－4318町立デイサービスセンター
0774－82－3499老人福祉センター「玉泉苑」
0774－82－5059老人福祉センター「賀泉苑」
0774－82－3000京田辺市消防署　井手分署
0774－82－2001代 表 番 号井手町役場

７7月24日にアナログテレビ放送は終了！
　―地上デジタル放送移行準備をお急ぎください―

「地デジ無料相談コーナー」を設置
　地デジの受信でお困りの方、準備がお済みでない方
は役場に設置された専用電話でご相談いただけます。
ぜひご利用ください。
地デジ受信のための支援について
　市町村民税非課税世帯、ＮＨＫ放送受信料全額免除
世帯の方を対象として、簡易な地上デジタル放送対応
チューナーの無償給付などの支援を行っています。
※お問い合わせは地デジチューナー支援実施センターまで
・市町村民税非課税世帯の方は　0570－023724
・ＮＨＫ放送受信料全額免除世帯の方は　0570-033840
地デジ詐欺にご注意を！！

※お問い合わせは総務省・京都府テレビ受信者支援セン
　ター【デジサポ京都】（℡075－330－3030）まで

届出人赤ちゃん住所

舞 愛  音 
る あん

田 中井手

正 義 葵 
あおい

佐 竹井手

〈
出
産
〉

（5月２０日から6月１９日までの届出分・敬称略）

〈
婚
姻
〉

（5月２０日から6月１９日までの届出分・敬称略）

出張徴収
【多賀】

出張徴収
【北・南】

住 民 カ レ ン ダ ー

行　　　　事曜月日
体育指導委員スポーツ教室（午後７時半～、山城勤労者福祉会館）月7/11
こころの相談室（午前１０時半～午後２時、いづみ人権交流センター）
障害者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階相談室）
ボクシングフィットネス教室（午後７時１５分～８時４５分、いづみ人権交
流センター）

火12

育児相談（午前９時半～１０時半、保健センター）
遊びの広場（午前９時半～１１時、保健センター）
ゆっくり学べるパソコン教室(午後２時半～５時、午後６時半～９時、
いづみ人権交流センター)
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）
体育指導委員スポーツ教室（午後７時半～、山城勤労者福祉会館）

水13

山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、賀泉苑）
井手町長選挙立候補予定者等説明会（午後１時半～、役場３階会議室）木14
トールペイント教室（午後６時半～９時、いづみ人権交流センター）金15
IDEゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～１１時半、町内）
和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
親と子の絵本の会（午後２時～、山吹ふれあいセンター）

土16

日17
海の日
体育指導委員スポーツ教室（午後７時半～、山城勤労者福祉会館）月18
いづみふれあい学級
（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）火19
生き生きふれあいサロン【夏のデザート】　（午後１時半～、玉泉苑)
ゆっくり学べるパソコン教室(午後２時半～５時、午後６時半～９時、
いづみ人権交流センター)

水20

ペン習字教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）木21
発達相談（完全予約制・ご希望の方は保健センターにお問い合わせくだ
さい、保健センター）
大正琴教室（午前１０時～１１時半、いづみ人権交流センター）
人権学習（午前１１時半～正午、午後３時～３時半、いづみ人権交流センター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
天文台公開（午後８時～９時半、山吹ふれあいセンター）

金22

和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）土23
夏のおはなし会（午前１１時～、山吹ふれあいセンター図書館）日24
心配ごと相談・人権相談・行政相談・消費生活相談（午後１時～４時、賀泉苑）
手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
無料法律相談(午後２時～４時、玉泉苑）
体育指導委員スポーツ教室（午後７時半～、山城勤労者福祉会館）

月25

こころの相談室（午前１０時半～午後２時、いづみ人権交流センター）
井手玉川大学【第２回】（午後１時半～３時、自然休養村管理センター）
障害者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階相談室）

火26

ゆっくり学べるパソコン教室(午後２時半～５時、午後６時半～９時、
いづみ人権交流センター)
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）
体育指導委員スポーツ教室（午後７時半～、山城勤労者福祉会館）

水27

献血（午前１０時～11時半・午後1時～３時、保健センター）
健康教室（午前１０時～１１時半、いづみ人権交流センター）
第１７回井手町社会福祉大会（午後１時半～午後４時半、自然休養村管理
センター）

木28

金29
和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）土30

日31
無火災デー防火パレード
乳児健診・BCG（午後１時～１時半、保健センター）
心配ごと相談・人権相談・行政相談・消費生活相談（午後１時～４時、玉泉苑）

月8/1

手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
天文台公開（午後８時～９時半、山吹ふれあいセンター）火2
育児相談（午前９時半～１０時半、保健センター）
遊びの広場（午前９時半～１１時、保健センター）水3
山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、玉泉苑）木4
子育てサロン（午前１０時～正午、玉泉苑）
天文台公開予備日（８月２日分）金5
和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）土6

日7
２歳半歯科健診（午後１時～１時半、保健センター）月8
井手町長選挙告示日
こころの相談室（午前１０時半～午後２時、いづみ人権交流センター）
障害者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階相談室）

火9

大正琴教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）水10

アナログ放送終了まであと１か月をきり、工事が立て
込んできています。早めの準備をお願いします。


